
9名の議員が市政を問う
第3回議会報告会のお知らせ

みんなで七夕飾りづくり（おおのさくら幼稚園）
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平
成
27
年
第
２
回
定
例
会

（
会
期　

６
月
12
日
～
７
月
２
日
）

６
月
12
日
か
ら
第
２
回
定
例

会
が
開
か
れ
、
今
定
例
会

に
は
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
15

議
案
と
報
告
６
件
が
上
程
さ
れ
ま

し
た
。
表
決
で
は
14
議
案
を
可
決
、

豊
後
大
野
市
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
条
例

の
制
定
は
賛
成
少
数
で
否
決
し
ま

し
た
。

ま
た
、
請
願
２
件
を
そ
れ
ぞ
れ

採
択
し
、
議
員
発
議
に
よ
る
意
見

書
２
件
と
豊
後
大
野
市
議
会
会
議

規
則
の
一
部
改
正
を
そ
れ
ぞ
れ
可

決
し
ま
し
た
。

19
日
と
22
日
に
は
、
一
般
質
問

が
行
わ
れ
、
執
行
部
と
活
発
な
論

戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
は
、
延
べ
46
人
の 

方
々
が
傍
聴
に
訪
れ
ま
し
た
。

平成27年度 一般会計補正予算（第1号）

8886万8千円
　　　　　　　　　《一般会計予算総額》

245億886万8千円

追加

地域公共交通活性化事業

地域コミュニティ支援事業

411万2千円 追加

1750万円 追加

朝地町のバス停設置箇所
増加による追加補正など。

市道維持管理事業

５千万円 追加
今後の災害対応などに備えて、
市道維持補修工事の増。

施工後施工前

主な
事業
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豊後大野市オンブズマン条例の制定

【
提
案
理
由
】

市
民
の
市
政
に
関
す
る
苦

情
を
公
正
か
つ
中
立
な

立
場
で
速
や
か
に
処
理
す
る
機

関
と
し
て
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
を

設
置
す
る
も
の
で
す
。

【
本
会
議
で
の
質
疑
】

�

質
疑 設

置
し
て
い
る
自
治
体
数
と

自
治
体
の
規
模
は
。

�

答
弁 県

で
は
全
国
で
４
団
体
、
市

区
町
村
で
は
全
国
で
23
団
体
で

す
。自

治
体
規
模
で
は
、
市
で
最

も
人
口
規
模
の
大
き
い
団
体
は

北
海
道
札
幌
市
の
１
９
１
万
人
、

次
い
で
神
奈
川
県
川
崎
市
の

１
４
２
万
人
、
最
も
少
な
い
の

が
東
京
都
清
瀬
市
の
７
万
４
千

人
で
、
清
瀬
市
を
除
い
て
全
て

の
団
体
が
人
口
10
万
人
以
上
の

市
で
す
。

�

質
疑 市

役
所
に
対
し
て
市
民
か
ら

の
苦
情
が
ど
の
程
度
あ
る
か
。

�

答
弁 市

に
対
す
る
苦
情
は
非
常
に

多
い
で
す
。
把
握
方
法
と
し
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
課
で
受
け
付

け
る
場
合
、
総
務
課
で
受
け
付

け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

原
課
で
受
け
付
け
た
苦
情
の

件
数
は
把
握
で
き
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。
メ
ー
ル
や
み
ん

な
の
意
見
箱
は
平
成
24
年
度
に

33
件
、
平
成
25
年
度
に
29
件
、

平
成
26
年
度
に
49
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

�

質
疑年

間
予
算
の
見
込
み
は
。

�

答
弁年

間
予
算
に
な
る
と
３
５
０

万
円
程
度
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

【
本
会
議
で
の
討
論
】

市
民
の
代
表
と
し
て
の
意
見

�

賛
成
討
論�

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
条
例

は
、
豊
後
大
野
市
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
の
趣
旨
に

基
づ
く
も
の
で
、
豊
後
大

野
市
自
治
推
進
委
員
会

で
、
昨
年
公
的
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
の
設
置
を
望
む
答
申

書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
市
民
の
代
表
と
し

て
の
意
見
で
あ
り
、
尊
重

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
。

費
用
対
効
果
は
あ
る
か

�

反
対
討
論�

自
治
推
進
委
員
会
の
会

議
録
を
読
む
と
、
委
員
の

中
か
ら
自
然
発
生
的
に
オ

ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
の
必
要

性
が
持
ち
上
が
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、
行
政
側
か
ら

あ
ら
か
じ
め
用
意
し
た
も

の
を
提
案
し
た
上
で
協
議

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。制

度
化
し
た
27
団
体
の

う
ち
、
26
団
体
が
人
口

10
万
人
以
上
で
あ
る
。
制

度
導
入
し
た
も
の
の
現
在

は
す
で
に
廃
止
し
た
自
治

体
で
は
、
原
因
と
し
て
費

用
対
効
果
が
な
い
、
ク

レ
ー
ム
を
つ
け
る
人
が
決

ま
っ
て
く
る
、
７
割
が
職

員
に
対
す
る
態
度
の
指
摘

や
、
行
政
改
善
の
成
果
が

な
い
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。
年
間
３
５
０
万
円

だ
け
の
費
用
対
効
果
が
あ

る
の
か
。

現
在
あ
る
制
度
を
充
実

活
用
す
れ
ば
、
貴
重
な
税

金
を
使
っ
て
ま
で
し
て
、

新
た
な
制
度
を
設
け
る
必

要
性
は
な
い
と
考
え
る
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に

�

賛
成
討
論�

３
５
０
万
円
か
か
ろ
う

と
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り
こ
そ
行
政

で
あ
り
、
市
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
仕
組
み
づ
く

り
を
行
う
の
が
役
所
で
あ

る
。

恣
意
的
運
用
の
恐
れ

�

反
対
討
論�

公
的
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は

公
権
力
の
代
理
人
が
公
権

力
を
監
視
す
る
と
い
う
背

理
に
立
脚
す
る
制
度
で
あ

り
、
多
く
を
期
待
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
本
条
例

の
公
的
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
も

行
政
が
設
置
す
る
も
の
で

あ
り
、
恣
意
的
に
運
用
さ

れ
る
恐
れ
が
あ
る
。

６月定例会 （主な議決事項）

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
条
例
の
制
定
を
賛
成
少
数
で
否
決
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総
務
常
任
委
員
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

●
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
条
例
の
制
定

執
行
部
か
ら
、
導
入
に
対
し
て
期
待

さ
れ
る
成
果
に
つ
い
て
、
開
か
れ
た
市

政
が
一
層
に
進
ん
で
い
く
こ
と
、
市
民

満
足
度
の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
、
市

民
の
市
政
に
対
す
る
信
頼
確
保
が
図
ら

れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
職
員
の
意
識
改
革

が
進
む
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

指
定
管
理
業
務
に
関
す
る
苦
情
の

申
し
立
て
が
で
き
る
の
か
。

　
　

指
定
管
理
者
は
、
第
19
条
で
管
理

す
る
公
の
施
設
の
管
理
業
務
に
関
す
る

苦
情
等
の
調
査
に
協
力
す
る
よ
う
求
め

る
も
の
と
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

当
然
、
苦
情
に
つ
い
て
は
受
け
付
け
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　

嘱
託
職
員
を
雇
う
よ
う
だ
が
、
簡

単
な
こ
と
は
相
談
相
手
と
な
り
、
手
に

お
え
な
い
こ
と
は
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
頼

む
と
い
う
流
れ
に
な
る
の
か
。

　
　

メ
ー
ル
や
文
書
で
苦
情
が
来
る
が
、

ま
ず
事
務
局
の
嘱
託
職
員
が
受
け
付
け

て
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
相
談
に
応
じ
ら

れ
る
よ
う
に
、
下
準
備
を
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
た
め
、
嘱
託
職
員
は
行
政

に
精
通
し
た
職
員
が
必
要
と
思
っ
て
い

る
。
そ
の
後
、
相
談
日
に
オ
ン
ブ
ズ
マ

ン
が
目
を
と
お
し
、
対
象
事
項
に
な
る

の
か
否
か
の
判
断
も
含
め
て
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る
。
事

務
局
の
職
員
は
あ
く
ま
で
、
補
完
的
な

仕
事
に
な
る
。

　
　

月
２
回
の
相
談
日
だ
が
、
案
件
が

多
い
と
き
は
、
２
日
で
こ
な
せ
る
の
か
。

相
談
日
が
増
減
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

　
　

開
催
回
数
に
つ
い
て
は
、
先
進
事

例
を
参
考
に
設
定
し
て
お
り
、
２
日
設

定
を
し
て
お
け
ば
こ
な
せ
る
と
考
え
る
。

●
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

市
民
病
院
の
診
療
科
目
に
血
液
内
科

を
追
加
す
る
も
の
で
す
。
４
月
か
ら
診

療
に
来
て
い
た
だ
く
先
生
が
血
液
の
専

門
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
式
に
血
液
内

科
と
標
榜
し
て
診
療
を
行
っ
て
い
く
も

の
で
す
。

●
少
人
数
学
級
の
推
進
な
ど
の
定
数
改

善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
２

分
の
１
復
元
お
よ
び
制
度
の
拡
充
を

は
か
る
た
め
の
、
２
０
１
６
年
度
政

府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
の
要
請

委
員
会
で
は
本
請
願
に
つ
い
て
審
査

を
深
め
る
た
め
、
参
考
人
の
出
席
を
求

め
、
詳
し
い
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

説
明　

市
独
自
の
加
配
で
30
人
以
下
学

級
が
実
現
し
て
い
る
も
の
の
、
全
て
の

学
級
に
お
い
て
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

ま
た
、
義
務
教
育
費
が
一
般
財
源
化
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
財
政
基
盤
の
厳
し

い
所
は
実
際
の
教
育
に
使
わ
れ
る
予
算

の
削
減
が
危
惧
さ
れ
る
。

ぜ
ひ
国
に
よ
る
取
り
組
み
と
財
政
負

担
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

子
ど
も
た
ち
の
た
め
な
ら
、
請
願

者
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
を
入
れ
て
は
ど
う
か
。

自
分
た
ち
教
職
員
組
合
の
た
め
の
よ
う

に
受
け
取
ら
れ
て
も
仕
方
な
い
と
思
う
。

　
　

ぜ
ひ
今
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
て

ま
た
検
討
し
て
い
き
た
い
。

意
見　

教
職
員
の
給
料
、
手
当
等
に
つ

い
て
の
話
の
よ
う
な
気
が
す
る
。
市
は

独
自
に
負
担
し
な
が
ら
、
少
し
で
も
子

ど
も
た
ち
に
よ
い
教
育
を
と
い
う
こ
と

で
30
人
以
下
学
級
を
取
り
入
れ
る
な
ど

し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
負
担
を
国
で

す
べ
き
と
い
う
の
と
、
私
は
切
り
離
し

て
考
え
て
い
る
。

意
見　

２
分
の
１
復
元
を
求
め
る
こ
と

は
理
解
し
て
い
る
し
、
教
職
員
定
数
の

確
保
に
つ
い
て
は
全
国
知
事
会
か
ら
要

望
書
が
出
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
請

願
は
毎
年
提
出
さ
れ
、
10
年
近
く
た
っ

て
も
前
進
が
見
ら
れ
な
い
。
議
会
で
は

一
時
不
再
議
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
提

出
側
と
し
て
考
え
る
べ
き
と
こ
ろ
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

質

質

質

質 答

答

答

答

委
員
会
審
査
報
告

【
付
託
案
件
の
審
査
結
果
】

３
議
案
を
付
託
さ
れ
、
審
査
を
行
い
、
オ

ン
ブ
ズ
マ
ン
条
例
の
制
定
を
否
決
、
ほ
か

２
議
案
は
可
決
す
べ
き
と
し
ま
し
た
。

【
付
託
案
件
の
審
査
結
果
】

議
案
５
件
と
請
願
２
件
を
付
託
さ
れ
、
審

査
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
、
採
択
す
べ

き
と
し
ま
し
た
。
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

●
奥
嶽
川
自
然
公
園
井
崎
河
川
公
園

キ
ャ
ン
プ
場
条
例
の
一
部
改
正

井
崎
河
川
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
内
の
宿

泊
施
設
棟
の
機
能
向
上
と
環
境
整
備
を

含
む
改
修
工
事
を
実
施
し
て
お
り
、
改

修
後
に
お
け
る
施
設
の
利
用
期
間
の
変

更
及
び
使
用
料
の
改
定
を
行
う
も
の
で

す
。

　
　

市
民
に
対
し
て
は
今
ま
で
ど
お
り

の
料
金
で
と
い
う
こ
と
は
、
考
え
な
か
っ

た
の
か
。

　
　

市
内
外
の
取
り
扱
い
を
分
け
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
里
の
旅
リ

ゾ
ー
ト
ロ
ッ
ジ
き
よ
か
わ
と
あ
る
が
、

井
崎
河
川
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
の
名

前
を
併
記
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

　
　

井
崎
河
川
公
園
ロ
ッ
ジ
き
よ
か
わ

で
対
外
的
に
広
報
し
て
い
こ
う
と
、
里

の
旅
公
社
と
は
約
束
し
て
い
ま
す
。

反
対
討
論　

里
の
旅
公
社
の
コ
ン
セ
プ

ト
や
考
え
方
を
理
解
し
て
い
な
い
わ
け

で
は
な
い
が
、
実
態
で
比
較
す
る
と
１

人
当
た
り
１
千
円
か
ら
３
千
円
と
大
幅

な
引
き
上
げ
で
、
そ
れ
を
受
け
て
今
年

度
は
利
用
を
断
念
し
た
団
体
も
出
て
お

り
、
市
民
に
は
こ
の
公
共
施
設
の
料
金

改
定
は
不
利
益
と
感
じ
る
。

質質 答答

豊後大野市議会会議規則を改正

女
性
議
員
が
活
躍
で
き
る
環
境
を
整
備

全
国
市
議
会
議
長
会
で
は
「
標
準
市
議
会
会
議

規
則
」
が
改
正
さ
れ
、
女
性
議
員
が
出
産
を
理
由

に
本
会
議
な
ど
に
欠
席
で
き
る
規
定
を
明
記
し
ま

し
た
。

豊
後
大
野
市
議
会
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
欠

席
の
届
け
出
に
つ
い
て
、
事
故
の
場
合
の
み
の
規

定
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
今
回
の
改
正

に
よ
り
出
産
に
関
す
る
規
定
を
追
加
す
る
こ
と
で
、

男
女
共
同
参
画
を
考
慮
し
た
議
会
活
動
の
促
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

豊
後
大
野
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正
は
７

月
２
日
に
議
員
発
議
で
提
出
し
、
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

【
改
正
】　
（
第
２
条
に
次
の
１
項
を
加
え
ま
し
た
）

議
員
は
、
出
産
の
た
め
出
席
で
き
な
い
と
き
は
、

日
数
を
定
め
て
、
あ
ら
か
じ
め
議
長
に
欠
席
届
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
（
第
91
条
に
次
の
１
項
を
加
え
ま
し
た
）

委
員
は
、
出
産
の
た
め
出
席
で
き
な
い
と
き
は
、

日
数
を
定
め
て
、
あ
ら
か
じ
め
委
員
長
に
欠
席
届

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

改修工事が進む井崎河川公園

６月定例会 （委員会審査報告）

【
付
託
案
件
の
審
査
結
果
】

６
議
案
を
付
託
さ
れ
審
査
を
行
い
、
い
ず

れ
も
可
決
す
べ
き
と
し
ま
し
た
。

議員
発議
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各議員の議案に対する賛否の状況　（平成27年　第2回定例会）

※○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席　除＝除斥　　小野順一議員は議長職のために表決権はありません。

会　　派　　名

議
決
結
果

議
決
年
月
日

清風クラブ 緑政会 市民クラブ 政友会 三岳会

議員名

件　名

佐
藤　

徳
宣

渡
辺　

一
文

生
野　

照
雄

宮
成　

寿
男

髙
山　

豊
吉

小
野　

泰
秀

小
野　

勇
治

首
藤　

正
光

内
田　

俊
和

川
野　

優
治

衞
藤　

竜
哉

宮
成　

昭
義

恵
藤
千
代
子

朝
倉　

秀
康

工
藤　

友
生

長
野　

健
児

沓
掛　

義
範

赤
峰　

映
洋

衞
藤　

正
宏

佐
藤　

辰
己

神
志
那
文
寛

豊後大野市オンブズマン条例の制定 否決 ７月２日 ××××××××××○○○○○××○○×○

豊後大野市総合計画策定審議会条例及び豊
後大野市自治推進委員会条例の一部改正

可決 ７月２日 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

豊後大野市国民健康保険条例の一部改正 可決 ７月２日 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

豊後大野市介護予防拠点施設条例の
一部改正

可決 ７月２日 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

豊後大野市緒方長谷川集会所条例の廃止 可決 ７月２日 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

豊後大野市奥嶽川自然公園井崎河川公園
キャンプ場条例の一部改正

可決 ７月２日 ○○○○○○○○×○○○○○○○○○○○×

豊後大野市病院事業の設置等に関する条例
の一部改正

可決 ７月２日 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

財産の無償譲渡
（清川町桃の木台公民館用地）

可決 ７月２日 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

財産の無償譲渡（旧緒方長谷川集会所） 可決 ７月２日 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

平成27年度豊後大野市一般会計補正予算
（第1号）

可決 ７月２日 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

平成27年度豊後大野市国民健康保険特別会
計補正予算（第1号）

可決 ７月２日 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

平成27年度豊後大野市介護保険特別会計補
正予算（第1号）

可決 ７月２日 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

平成27年度豊後大野市農業集落排水特別会
計補正予算（第1号）

可決 ７月２日 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

平成27年度豊後大野市公共下水道特別会計
補正予算（第1号）

可決 ７月２日 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

平成27年度豊後大野市浄化槽施設特別会計
補正予算（第1号）

可決 ７月２日 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

ヘイトスピーチ対策について法整備の拡充
を求める請願

採択 ７月２日 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

少人数学級の推進などの定数改善と義務教
育費国庫負担制度２分の１復元および制度
の拡充をはかるための、2016年度政府予算
に係る意見書採択の要請

採択 ７月２日 ×××××○××××○○○○○○○○○○○

豊後大野市議会会議規則の一部改正 可決 ７月２日 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

ヘイトスピーチ対策について法整備の拡充
を求める意見書

可決 ７月２日 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

少人数学級の推進などの定数改善と義務教
育費国庫負担制度２分の１復元及び制度の
拡充を図るための、平成28年度政府予算に
係る意見書

可決 ７月２日 ×××××○××××○○○○○○○○○○○

※賛否については議会ホームページや議会事務局にてご覧いただけます。

６月定例会（賛否一覧）
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一 般 質 問

６月 19 日、22 日の２日間にわたり行われた一般質問には９名の議員が登壇し、地方創生や教育、

農業振興、都市計画など 18 項目にわたり、執行部と活発な論戦を展開しました。

議会だよりでは、紙面の都合上、質問と答弁を要約して掲載しておりますので、臨場感ある本会議

場での傍聴をお待ちしております。

なお、車いす用のスペースも設けていますので、車いすをご使用の方もお気軽にお越しください。

衞藤正宏（８ページ）
・地域創生の支援策は

神志那文寛（９ページ）
・小・中学校、幼稚園の各教室に、エアコンの
設置を

　
衞藤竜哉（10ページ）
・市民に頼られる市民病院を目指せ
・体育施設等の利用料減免措置の見直しを検討
すべきでは

内田俊和（11ページ）
・豊後大野市観光協会補助金について

沓掛義範（12ページ）
・認定農業者について
・千歳簡水の現状と課題は

小野勇治（13ページ）
・夏秋ピーマンの成果と課題は
・小中一貫教育ＴＲＹの効果は

川野優治（１４ページ）
・豊後大野市の都市づくりは
・新規就農者の支援は

宮成昭義（１５ページ）
・もうかる農業の実現は
・ふるさと納税　返礼品のリニューアル
　効果は

工藤友生（１６ページ）
・今後の防災については
・行政評価システムの現状と課題は
・今後の地域活性化は

９名の議員が市政を問う

※　一般質問＝議員個人が市の行財政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対して行う質問。一般質問は各定例会で行われ、本
市議会の場合、質問時間は答弁も含め１人 60分以内の一問一答方式で行っている。
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地
方
創
生
の
総
合
戦
略

に
向
け
た
新
た
な
支
援
事

業
の
取
り
組
み
は
。

市
長

本
年
度
の
繰
り
越
し
事

業
と
し
て
、
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
で
あ
る

商
業
活
性
化
支
援
補
助

金
と
生
活
支
援
商
品
券

に
９
５
９
２
万
９
千
円

を
、
定
住
促
進
住
宅
補
助

事
業
な
ど
12
の
事
業
に

６
３
３
０
万
１
千
円
の
交

付
金
を
充
当
し
て
い
ま
す
。

特
に
本
市
の
総
合
戦
略

と
し
て
、
若
い
世
代
の
人

口
増
加
に
向
け
た
安
定
し

た
雇
用
の
創
出
と
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
の
希
望
を

か
な
え
る
こ
と
は
重
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

地
方
創
生
は
議
会
と
執

行
部
が
一
体
と
な
り
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
総
合
戦
略
の
策
定

は
、
今
後
、
関
係
各
位
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
最

終
的
に
判
断
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

市
内
外
へ
本
市
の
定
住

促
進
や
観
光
、
農
産
物
な

ど
の
情
報
を
発
信
す
る
仕

組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
。

市
長

本
市
で
は
、
全
て
の
情

報
を
総
合
的
に
発
信
す
る

仕
組
み
に
は
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。

今
後
、
本
市
の
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
な
ど
の
取
り
組
み

の
必
要
性
か
ら
、
非
常
に

重
要
で
す
。
市
内
外
の

方
々
が
必
要
な
情
報
を
必

要
な
と
き
に
得
ら
れ
る
町

を
目
指
し
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

一 般 質 問

地域創生の支援策は

～ ※総合戦略で地域に活力を ～

衞
え

藤
とう

正
まさ

宏
ひろ

三岳会

質

質

答

答

総合戦略（まち・ひと・しごと創生総合戦略）＝日本全体の人口の現状と将来展望を示す「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」を踏まえ、2015年度を初年
度とする今後５カ年の政策目標や施策の基本的方向、具体的な施策をまとめたもの。各地方公共団体においては国の「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」
と「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を勘案し、地域の特性を踏まえた「地方人口ビジョン」と「地方版総合戦略」を策定し実行するよう努めるものとしてい
る。
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設
置
費
用
の
試
算
は
。

教
育
長

他
市
の
情
報
な
ど
か
ら

試
算
す
る
と
、
本
市
で
未

設
置
１
３
５
教
室
に
設
置

し
た
場
合
、
３
億
４
千
万

円
程
度
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

高
圧
受
電
設
備
等
の
改
修

が
必
要
な
場
合
は
、
１
校

に
つ
き
約
３
０
０
万
円
程

度
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

運
用
コ
ス
ト
は
１
室
当

た
り
夏
季
期
間
中
で
１
万

円
程
度
の
電
気
使
用
料
が

必
要
に
な
る
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。

普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
状
況
が
学
校
に

よ
っ
て
異
な
り
、
子
ど
も

の
学
ぶ
環
境
に
差
が
で
き

て
い
る
こ
と
を
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長

現
在
１
校
の
み
普
通
教

室
の
全
室
に
エ
ア
コ
ン
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備
に
当

た
っ
て
は
、
学
校
を
選
ぶ

こ
と
な
く
等
し
く
努
め
て

き
た
経
緯
か
ら
し
て
、
好

ま
し
い
状
況
で
は
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

食
べ
物
を
扱
う
家
庭
科

室
に
は
食
中
毒
対
策
と
し

て
必
ず
必
要
な
ど
、
エ
ア

コ
ン
設
置
の
必
要
性
や
効

果
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
。

教
育
長

酷
暑
に
よ
る
室
内
温
度

の
高
温
化
は
、
子
ど
も
た

ち
の
健
康
管
理
面
だ
け
で

な
く
学
習
意
欲
に
も
少
な

か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら

は
エ
ア
コ
ン
の
整
備
に
よ

り
一
定
の
改
善
が
図
ら
れ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
下
半
期
に
で
も
、

設
計
に
着
手
す
べ
き
で
は
。

教
育
長

教
育
委
員
会
と
し
て
も

早
急
に
設
置
を
お
願
い
し
、

今
年
か
ら
そ
う
い
う
方
向

で
し
た
が
、
国
が
耐
震
化

工
事
を
優
先
す
る
と
い
う

こ
と
で
補
助
金
を
得
ら
れ

ず
、
や
む
を
得
ず
遅
れ
て

い
ま
し
た
。

教
育
総
務
課
長

平
成
28
年
度
以
降
は
国

に
予
算
措
置
が
で
き
な
い

か
、
要
望
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。市

長

教
育
長
答
弁
の
と
お
り

で
す
が
、
私
も
ご
要
望
を

Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
直
接
う
か

が
っ
て
い
ま
す
。

有
利
な
補
助
制
度
が
あ

れ
ば
、
早
急
に
設
置
の
方

向
で
考
え
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

問
題
点
に
、
ど
う
対
応
す

る
か
。

～ 9名の議員が市政を問う～

小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
の
各
教
室
に
、

エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
。

～ 

有
利
な
補
助
制
度
が
あ
れ
ば
、
早
急
に
考
え
ま
す 

～

神
こう

志
じ

那
な

文
ふみ

寛
ひろ

日本共産党

質答

答 質

質答

質

答答答
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公
立
医
療
機
関
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
大
き
な
赤
字

経
営
は
良
く
な
い
。
し
か

し
、
地
域
医
療
の
中
核
と

し
て
担
う
役
割
は
大
き
い
。

こ
の
先
に
あ
る
べ
き
病

院
像
を
ど
の
よ
う
に
描
く

の
か
。

ま
た
、
市
民
病
院
の
外

観
整
備
、
所
有
し
て
い
る

施
設
等
の
環
境
整
備
の
改

善
の
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
見
解
は
。

病
院
事
業
管
理
者

基
本
理
念
に
「
地
域
の

中
核
病
院
と
し
て
、
地
域

住
民
の
生
命
と
健
康
を
守

る
た
め
、
安
全
で
最
新
の

医
療
と
救
急
医
療
の
提
供

を
目
指
す
」
こ
と
、
そ
し

て
「
豊
か
な
地
域
づ
く
り

の
た
め
に
、
保
健
予
防
活

動
に
努
め
る
」
こ
と
を
掲

げ
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
一
丸

と
な
っ
て
、
病
院
運
営
を

行
い
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

外
観
整
備
等
は
、
随ず

い

時じ

剪せ
ん

定て
い

や
草
刈
り
等
を
行
い
、

環
境
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
手
入
れ
が
行
き
届

い
て
い
な
い
と
い
う
ご
指

摘
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
各
施
設
の
手

入
れ
の
方
法
や
回
数
等
を

見
直
し
、
で
き
る
限
り
外

観
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

市民病院（裏側）

野球場（緒方町）

「
あ
な
た
の
健
康
あ
な
た

自
身
で
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
の
下
、
多
く
の
方

へ
気
軽
に
運
動
で
き
る
利

用
し
や
す
い
施
設
と
し
て
、

利
用
拡
大
を
推
進
し
て
ほ

し
い
。

今
後
さ
ら
に
財
政
が
厳

し
く
な
る
中
、
利
用
料
の

減
免
措
置
を
見
直
し
、
施

設
の
改
修
等
の
取
り
組
み

を
す
べ
き
で
は
。

教
育
長

県
下
で
も
社
会
体
育
施

設
の
使
用
料
を
免
除
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
よ

う
で
す
。

本
市
で
は
、
年
々
利
用

者
が
増
え
て
い
る
の
に
対

し
、
使
用
料
の
減
免
措
置

に
よ
り
、
使
用
料
収
入
は

横
ば
い
な
の
が
現
状
で
す
。

今
後
は
、
施
設
の
大
き

な
改
修
等
が
検
討
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
使
用
料
の

減
免
制
度
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
見
直
し
も
含
め
、

検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

一 般 質 問

市民に頼られる市民病院を目指せ

～ 病院スタッフ一丸となり努力する ～

衞
え

藤
とう

竜
たつ

哉
や

市民クラブ

体
育
施
設
等
の
利
用
料
減
免
措
置
の
見
直
し
を

検
討
す
べ
き
で
は

～ 

使
用
料
の
減
免
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
見
直
し
を
含
め
検
討 

～

質答

質答
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補
助
金
の
補
助
目
的
は

ど
の
よ
う
に
決
め
た
か
。

市
長

団
体
運
営
費
補
助
金
の

施
策
補
完
型
に
位
置
付
け

て
お
り
、
事
業
計
画
の
対

象
経
費
の
範
囲
内
で
交
付

し
て
い
ま
す
。

　
補
助
金
の
会
計
経
理
内

容
は
適
正
だ
っ
た
か
。

市
長

精
算
に
伴
う
返
還
額
が

少
額
で
あ
っ
た
た
め
、
監

査
を
監
査
委
員
に
要
求
し

ま
し
た
。
監
査
結
果
報
告

で
は
、
経
理
事
務
に
つ
い

て
は
、
出
納
簿
や
領
収
書

な
ど
の
証し

ょ
う

憑ひ
ょ
う

類る
い

は
理
事
会

で
の
決
定
を
要
し
て
お
ら

ず
、
支
払
い
の
根
拠
が
認

め
ら
れ
な
い
も
の
や
、
証

拠
書
類
が
存
在
し
て
お
ら

ず
確
認
が
で
き
な
い
も
の

な
ど
、
不
適
切
な
経
理
事

務
が
多
く
見
ら
れ
た
と
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

補
助
金
の
実
績
報
告
等

を
提
出
さ
せ
た
か
。

市
長

10
月
末
の
解
散
に
伴
い

速
や
か
に
提
出
す
る
よ
う

指
示
、
依
頼
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
提
出
が
遅

れ
、
本
年
１
月
23
日
付
け

で
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

各
種
団
体
に
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
が
補
助

目
的
は
ど
の
よ
う
に
算
定

し
交
付
基
準
に
し
て
い
ま

す
か
。市

長

市
の
施
策
を
補
完
す
る

た
め
に
公
共
性
、
公
益
性

の
あ
る
活
動
を
行
う
団
体

に
対
し
て
補
助
す
る
団
体

運
営
費
補
助
金
の
施
策
補

完
型
で
は
対
象
経
費
を
積

算
し
た
額
の
範
囲
内
と
し

て
い
ま
す
。

補
助
金
の
残
額
の
処
理

は
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ

て
い
る
か
。

市
長

精
算
残
額
分
を
全
て
市

へ
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

２
つ
の
観
光
団
体
に
交

付
し
た
基
準
は
ど
の
よ
う

に
算
定
交
付
に
至
っ
た
か
。

市
長

観
光
協
会
に
は
年
間
予

算
を
計
上
し
ま
し
た
。
新

組
織
に
は
観
光
協
会
と
同

じ
く
施
策
補
完
型
と
し
て
、

対
象
経
費
の
積
算
額
の
範

囲
内
で
決
定
し
ま
し
た
。

補
助
金
の
経
理
書
類
の

保
管
状
況
は
。

市
長

新
組
織
へ
の
移
行
時
に

多
く
の
書
類
等
が
破
棄
さ

れ
て
い
た
と
指
摘
を
受
け

た
と
こ
ろ
で
す
。

～ 9名の議員が市政を問う～

豊後大野市観光協会補助金について

～ 精算に伴う返還額が少額のため監査を要求 ～

内
うち

田
だ

俊
とし

和
かず

緑政会

質

質

質

質

質

質答

答

答

答

答

質 答

答
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認
定
農
業
者
へ
の
優
遇

策
は
。市

長

認
定
農
業
者
は
、
国
・

県
・
市
町
村
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
ま
ず
、
経
営
所
得
安

定
対
策
と
し
て
、
畑
作
物

の
直
接
支
払
い
交
付
金
、

※

通
称
ゲ
タ
対
策
と
、
米
・

畑
作
物
の
収
入
減
少
影
響

緩
和
対
策
、
※

通
称
ナ
ラ

シ
対
策
の
交
付
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

税
制
上
の
支
援
、
農
業

者
年
金
の
保
険
料
に
対
す

る
支
援
、
融
資
に
対
す
る

支
援
、
さ
ら
に
は
農
業
機

械
導
入
や
施
設
整
備
の
た

め
の
補
助
事
業
と
し
て
、

国
庫
事
業
の
経
営
体
育
成

支
援
事
業
、
県
単
事
業
の

攻
め
の
水
田
農
業
構
造
改

革
事
業
が
あ
り
、
市
単
独

事
業
の
担
い
手
育
成
支
援

事
業
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、
認
定
農
業
者

に
対
す
る
支
援
は
、
経
営

改
善
に
つ
な
が
る
制
度
の

普
及
は
も
と
よ
り
、
早
期

に
計
画
が
実
現
で
き
る
よ

う
、
農
業
経
営
の
基
盤
強

化
を
図
る
取
り
組
み
を
積

極
的
に
進
め
ま
す
。

千
歳
簡
水
の
課
題
と

昨
年
、
総
額
予
算
で

２
０
７
０
万
円
を
か
け
て

ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
っ
た
そ

の
後
の
結
果
は
。

上
下
水
道
課
長

千
歳
簡
水
の
課
題
と
し

て
、
第
１
水
源
が
鉄
、
マ

ン
ガ
ン
の
濃
度
が
高
く
、

現
在
は
使
用
を
中
止
し
て

い
る
状
況
で
す
。

ま
た
、
主
力
水
源
で
あ

る
千
歳
柴
山
水
源
が
低
地

に
あ
る
た
め
、
今
後
、
豪

雨
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
平
成
24
年
の
九
州
北
部

豪
雨
と
同
様
の
被
災
を
受

け
る
可
能
性
が
あ
り
、
災

害
に
強
い
安
定
し
た
水
源

の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

新
規
水
源
開
発
の
た
め
の

井
戸
の
試
掘
調
査
を
行
い
、

千
歳
簡
水
を
賄
え
る
程
度

の
水
量
の
確
保
に
め
ど
が

つ
き
ま
し
た
が
、
水
質
試

験
の
結
果
、
水
質
基
準
を

満
た
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
フ
ッ
素
の
除
去
に
は

新
規
施
設
の
導
入
が
必
要

で
す
が
、
多
額
の
費
用
が

か
か
る
見
込
み
で
、
当
該

水
源
を
整
備
し
、
使
用
す

る
こ
と
も
現
在
検
討
し
て

い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

豊
後
大
野
市
の
定
住
促

進
策
に
つ
い
て

一 般 質 問

認定農業者について

～ 認定農業者は本市の農業振興の大きな原動力 ～

沓
くつ

掛
かけ

義
よし

範
のり

政友会

千歳簡水の現状と課題は

～ 災害に強い安定した水源の確保を ～

質答

質

答

通称ゲタ対策（畑作物の直接支払い交付金）＝対象作物の個人生産数量目標に従って生産を行った認定新規就農者・認定農業者・集落営農法人に対して、農
産物検査の結果、その品質に応じた全国一律の単価で交付金を交付するもの。
通称ナラシ対策＝あらかじめ一定額の積立金を拠出することで、その年の「米、麦、大豆」の販売収入の合計金額が標準的な収入額を下回った場合にその差
額の9割が補填される。
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新
規
就
農
者
へ
の
取
り

組
み
も
さ
れ
て
い
る
が
、

高
齢
化
も
懸
念
さ
れ
る
。

面
積
、
耕
作
者
は
鈍
化
し

て
い
る
が
、
夏
秋
ピ
ー
マ

ン
の
成
果
と
課
題
は
。

市
長

さ
ら
に
産
地
化
・
ブ
ラ

ン
ド
化
を
確
立
す
る
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て
、
新

た
な
技
術
を
普
及
す
る
た

め
の
営
農
普
及
指
導
体
制

の
強
化
が
必
要
と
考
え
ま

す
。今

年
発
生
の
原
因
不
明

の
ウ
イ
ル
ス
の
対
策
は
ど

う
さ
れ
た
の
か
。

農
業
振
興
課
長

現
在
ウ
イ
ル
ス
の
結
果

は
解
明
さ
れ
ま
し
た
。
農

協
、
生
産
部
会
、
県
等
で

対
応
し
、
そ
の
後
の
防
除

対
策
も
県
の
指
導
で
徹
底

さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。

　
新
た
な
集
荷
場
建
設
へ

の
竹
田
市
と
の
調
整
は
。

農
業
振
興
課
長

県
内
３
カ
所
で
設
け
る

計
画
で
、
平
成
28
年
度
に

向
け
取
り
組
み
、
場
所
は

大
野
町
に
あ
る
集
出
荷
施

設
の
位
置
で
計
画
さ
れ
て

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

教
育
Ｔ
Ｒ
Ｙ
の
成
果
は

今
後
の
教
育
の
指
針
で
あ

る
と
思
う
が
。

教
育
長

朝
地
小
・
中
学
校
が
成

果
を
上
げ
て
い
る
の
は
、

小
中
連
携
の
物
理
的
環
境

が
整
い
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
が
深
か
っ
た
点
で
す
。

朝
地
の
取
り
組
み
を
学
び

な
が
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
独
自

の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
て

い
き
ま
す
。

　
学
校
経
営
は
校
長
の
裁

量
が
大
き
い
。
事
業
を
進

め
る
上
で
校
長
裁
量
予
算

が
あ
っ
て
い
い
の
で
は
。

学
校
教
育
課
長

文
化
教
育
基
金
か
ら

１
９
０
万
円
を
配
分
、
各

校
当
た
り
10
万
円
前
後
と

な
り
、
学
校
が
計
画
に
基

づ
き
自
由
に
使
え
る
予
算

で
す
。

漢
字
検
定
の
資
格
取
得

は
知
的
財
産
、
市
の
財
産

に
つ
な
が
る
。
学
力
向
上

の
た
め
教
育
委
員
会
が
取

り
組
ん
で
は
。

学
校
教
育
課
長

そ
れ
ぞ
れ
の
意
欲
を
目

標
に
定
め
る
こ
と
は
素
晴

ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
漢

字
検
定
も
学
力
を
伸
ば
す

方
法
と
し
て
は
間
違
い
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

～ 9名の議員が市政を問う～

夏
秋
ピ
ー
マ
ン
の

　
　
　
　
成
果
と
課
題
は

～ 
産
地
を
維
持
す
る

担
い
手
の
確
保
が
急
務 

～小
お

野
の

勇
ゆう

治
じ

緑政会

小中一貫教育ＴＲＹの効果は

～ 学習に向かう意欲が高まり、
学力向上の契機となっている ～

答

答答

質

質

質

質

質

質 答

答答
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下
赤
嶺
地
区
の
新
し
い

商
業
地
の
形
成
は
ど
の
程

度
進
ん
で
い
る
の
か
。

市
長

下
赤
嶺
地
区
の
商
業
業

務
地
の
形
成
は
、
３
カ
所

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
工
区
は
、
法
的
手
続

き
は
許
可
さ
れ
、
出
店
す

る
業
者
と
最
終
協
議
が
成

立
し
た
後
に
、
造
成
工
事

に
着
手
す
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。

２
工
区
は
、
地
元
地
権

者
に
よ
る
協
議
会
を
設
立

し
、
法
的
手
続
き
等
を
早

め
に
行
う
予
定
で
あ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。

３
工
区
は
、
現
段
階
で

は
未
定
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
道
路
の
秋
葉

谷
川
原
線
（
県
の
農
業
セ

ン
タ
ー
の
中
を
通
っ
て
い

る
道
路
）
は
、
交
通
量
の

多
い
幹
線
道
路
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
歩
道
も
な

い
状
態
で
あ
り
、
早
急
に

整
備
す
べ
き
と
思
う
が
整

備
の
予
定
は
。

建
設
課
長

秋
葉
谷
川
原
線
に
つ
い

て
は
、
計
画
は
現
在
の
ま

ま
進
め
て
い
ま
す
が
、
事

業
実
施
す
る
か
は
現
段
階

で
は
未
定
で
す
。

新
規
就
農
者
対
策
は
、

今
話
題
の
地
方
創
生
の
総

合
戦
略
の
核
と
な
る
べ
き

も
の
で
あ
る
が
、
市
は
こ

れ
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い

る
の
か
。農

業
振
興
課
長

住
居
・
農
地
の
確
保
、

機
械
・
設
備
の
導
入
、
栽

培
指
導
に
対
す
る
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
就
農
に

当
た
っ
て
地
域
生
活
者
と

し
て
早
く
定
着
で
き
る
よ

う
、
地
域
と
連
携
し
な
が

ら
指
導
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

下赤嶺地区の商業業務地（１工区）

一 般 質 問

川
かわ

野
の

優
ゆう

治
じ

緑政会

豊後大野市の都市づくりは

～ 都市計画マスタープランに基づき
実施する ～

新規就農者の支援は

～ 最優先の農政課題として取り組む ～

質答

答

答

質

質
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第
２
次
農
業
振
興
計
画

が
平
成
27
年
度
で
終
了
す

る
中
、
目
指
す
方
向
性
と

し
て
、
誇
り
と
や
り
が
い

の
持
て
る
農
業
の
実
現
、

も
う
か
る
農
業
の
実
現
、

若
者
が
残
る
農
業
の
実
現
、

農
業
に
よ
る
地
域
づ
く
り

の
実
現
と
あ
る
が
、
特
に

水
田
農
業
に
お
け
る
展
開

の
方
向
性
と
達
成
度
は
。

ま
た
、
６
次
化
へ
の
取

り
組
み
状
況
は
。

市
長

計
画
の
策
定
に
当
た
り
、

現
状
と
課
題
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
に
努
め
、
人
づ

く
り
、
も
の
づ
く
り
、
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
の
柱
を
立

て
、
課
題
解
決
に
向
け
取

り
組
み
を
具
体
化
し
ま
し

た
。戦

略
４
品
目
の
販
売
額

合
計
は
平
成
21
年
度
実
績

に
対
し
、
平
成
26
年
度
実

績
で
は
１
２
８
・
８
％
の

伸
び
率
を
達
成
で
き
ま
し

た
。６

次
産
業
化
の
取
り
組

み
で
は
、
本
年
度
策
定
す

る
本
市
の
地
方
創
生
総
合

戦
略
に
６
次
産
業
化
を
位

置
付
け
、
雇
用
確
保
と
所

得
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う

努
め
ま
す
。

耕
地
面
積
の
約
67
％
、

４
２
１
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
が

水
田
面
積
で
あ
る
本
市
に

あ
っ
て
、
水
田
農
業
に
お

け
る
取
り
組
み
状
況
は
。

農
業
振
興
課
長

生
産
性
、
収
益
性
を
上

げ
る
た
め
の
水
田
経
営
の

在
り
方
は
非
常
に
重
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
米
価

の
値
下
が
り
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問

題
な
ど
厳
し
い
状
況
が
続

く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
※

人
・
農
地
プ
ラ
ン
や
農
地

中
間
管
理
機
構
の
制
度
な

ど
を
十
分
に
生
か
し
た
取

り
組
み
を
進
め
る
と
同
時

に
、
新
し
い
趣
向
を
取
り

入
れ
た
水
田
経
営
の
在
り

方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

拡
充
さ
れ
た
新
ふ
る
さ

と
納
税
へ
の
対
応
は
。

財
政
課
長

他
市
等
の
状
況
で
は
、

返
礼
品
に
力
を
入
れ
て
い

る
自
治
体
ほ
ど
、
寄
付
額

が
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
総
務

省
の
掲
げ
る
趣
旨
に
反
し

な
い
範
囲
で
、
今
後
さ
ら

に
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

～ 9名の議員が市政を問う～

も
う
か
る
農
業
の
実
現
は

～ 

農
業
経
営
の
在
り
方
検
討 

～

宮
みや

成
なり

昭
あき

義
よし

市民クラブ

ふるさと納税
返礼品のリニューアル効果は

～ 件数も前年度に比べ増えています ～

質答

質答

質

答

人・農地プラン＝農業従事者の高齢化や担い手不足が心配される中、5年先、10年先、誰がどのように農地を使って農業を進めていくのかを、地区の話合
いに基づきまとめる計画（プラン）。
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防
災
に
つ
い
て
、
市
民

と
の
情
報
共
有
に
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

今
後
の
非
常
に
厳
し
い

財
政
状
況
が
予
想
さ
れ
る

中
、
限
ら
れ
た
財
源
と
人

材
で
、
最
大
限
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

く
た
め
に
、
行
政
評
価
の

重
要
性
は
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
く
る
と
思
う
が
、

現
状
と
課
題
は
。

産
業
振
興
、
市
の
自
主

財
源
の
確
保
、
雇
用
の
場

の
確
保
等
に
つ
な
が
る
若

者
等
の
起
業
に
対
す
る
支

援
の
取
り
組
み
は
。

財
政
課
長

※

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

に
よ
り
行
政
評
価
を
実
施

し
、
行
政
事
務
の
効
率
化
、

適
正
化
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

今
後
も
重
点
施
策
を
中

心
と
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
と
併
せ
て
、
持
続

可
能
で
健
全
な
財
政
運
営

地
域
創
生
課
長

国
の
産
業
競
争
力
強
化

法
に
基
づ
く
創
業
支
援
事

業
計
画
を
申
請
し
、
本
年

５
月
に
認
定
を
受
け
、
こ

の
計
画
に
基
づ
き
、
創
業

希
望
者
、
創
業
者
を
対
象

に
努
め
る
と
と
も
に
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
財
政
情
報

の
提
供
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
説
明
責
任
を
果
た
し

ま
す
。

と
し
た
窓
口
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

県
に
お
い
て
は
、
お
お

い
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
起
業

家
に
対
す
る
助
成
制
度
も

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
長

防
災
の
し
お
り
の
改
訂

版
の
作
成
・
配
布
を
予
定

し
て
お
り
、
土
砂
災
害
防

止
法
に
基
づ
く
危
険
箇
所

に
つ
い
て
は
、県
の
調
査
・

指
定
完
了
後
に
※

ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
周

知
す
る
よ
う
考
え
て
い
ま

す
。今

後
も
市
民
の
皆
さ
ま

へ
の
情
報
提
供
や
、
連
携

し
た
活
動
を
通
じ
て
、
地

域
防
災
力
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

現在、配布している防災のしおり

一 般 質 問

今後の防災については

～ 引き続き防災・減災体制の強化に努める ～

工
く

藤
どう

友
とも

生
き

市民クラブ

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
現
状
と
課
題
は

～ 

行
政
事
務
の
効
率
化
、
適
正
化
を
図
り
、

財
政
情
報
の
提
供
に
よ
り
、
説
明
責
任
を
果
た
す 

～

今
後
の
地
域
活
性
化
は

～ 

こ
れ
か
ら
の
地
域
を
担
う
若
者
が
重
要 

～

質

質質

答答

答

ハザードマップ＝自然災害が発生した場合に想定される被害範囲や避難場所、避難経路などを地図化したもの。
PDCAサイクル＝計画（Plan）、実行（Do）、評価（Check）、改善（Action）を繰り返し行うことで継続的に業務を改善する手法。
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あなたの意見や要望

請願・陳情

●
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
に
つ
い
て
法
整
備
の
拡
充
を
求

め
る
請
願

本
請
願
は
部
落
解
放
同
盟
大

分
県
連
合
会
豊
後
大
野
市
連
絡

協
議
会
（
紹
介
議
員
宮
成
昭
義
、

工
藤
友
生
）
か
ら
請
願
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

【
請
願
趣
旨
（
一
部
）】

政
府
に
お
い
て
は
表
現
の
自

由
・
言
論
の
自
由
に
配
慮
し
つ

つ
も
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策

に
法
整
備
を
含
め
た
強
化
策
を

速
や
か
に
検
討
し
実
施
す
る
こ

と
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

【
本
会
議
で
の
討
論
】

�

賛
成
討
論�

特
定
の
個
人
や
集
団
の
人
々

の
基
本
的
人
権
を
蹂

じ
ゅ
う

躙り
ん

す
る
誹

謗
中
傷
を
一
方
的
に
行
い
、
ま

た
人
種
差
別
思
想
の
流
布
や
人

種
差
別
の
煽
動
な
ど
、
表
現
の

自
由
を
逸
脱
し
て
い
る
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
は
規
制
さ
れ
て
し
か

る
べ
き
だ
と
思
う
。

我
々
は
人
種
等
を
差
別
の
な

い
社
会
の
実
現
に
向
け
、
一
層

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
憲
法

で
保
護
さ
れ
る
べ
き
表
現
の
自

由
に
基
づ
く
正
当
な
言
論
活
動

ま
で
も
が
規
制
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
法
整
備
を
望
む
。

▲
全
会
一
致
で

▲

議
員
発
議
で
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
対
策
に
つ
い
て
法
整
備
の
拡

充
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
、

全
会
一
致
で
可
決
、
国
の
関
係

機
関
へ
意
見
書
を
送
付
し
ま
し

た
。

●
少
人
数
学
級
な
ど
の
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
２
分
の
１
復
元
お
よ
び
制
度
の
拡
充
を
は
か
る
た
め
の
、

２
０
１
６
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
の
要
請

本
請
願
は
大
分
県
教
職
員
組

合
大
野
支
部
（
紹
介
議
員
衞
藤

竜
哉
）
か
ら
請
願
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

【
請
願
趣
旨
（
一
部
）】

①
少
人
数
学
級
を
推
進
す
る

こ
と
。
具
体
的
学
級
規
模
は
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
並
み
の
豊
か
な

教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

30
人
以
下
学
級
と
す
る
こ
と
。

②
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準

の
維
持
向
上
を
は
か
る
た
め
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

国
負
担
割
合
を
２
分
の
１
へ
復

元
・
拡
充
す
る
こ
と
、
こ
の
２

点
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
関
係

機
関
へ
意
見
書
提
出
を
請
願
す

る
も
の
で
す
。

【
本
会
議
で
の
討
論
】

�

賛
成
討
論�

本
請
願
は
30
人
以
下
学
級
の

推
進
を
求
め
て
い
る
。
改
正
義

務
教
育
標
準
法
に
定
め
る
、
ま

ず
は
35
人
学
級
の
拡
大
を
促
進

す
る
た
め
に
も
、
採
択
す
べ
き

で
あ
る
。
少
人
数
学
級
を
拡
大

す
れ
ば
、
教
職
員
が
１
人
ひ
と

り
の
子
ど
も
に
丁
寧
な
対
応
、

き
め
細
や
か
な
対
応
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

�

賛
成
討
論�

教
育
に
使
う
国
家
予
算
は
未

来
へ
の
先
行
投
資
で
あ
る
。
子

ど
も
達
に
最
善
の
教
育
環
境
を

提
供
し
て
い
く
こ
と
は
我
々
の

使
命
で
あ
り
、
社
会
的
責
任
で

あ
る
。
教
育
を
財
源
論
だ
け
で

語
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
考

え
る
。

▲

賛
成
多
数
で

▲

議
員
発
議
で
本
請
願
の
意
見

書
を
提
出
し
、
賛
成
多
数
で
可

決
、
国
の
関
係
機
関
へ
意
見
書

を
送
付
し
ま
し
た
。

採
択

採
択

６月定例会 （請願・陳情）

17 （第46号2015.8）



議会日誌
４月
	 2日㈭	議会広報編集特別委員会
	13日㈪	議会広報編集特別委員会
	24日㈮	議会運営委員会

５月
	 1日㈮	第1回臨時会
	 	議会広報編集特別委員会
	 15日㈮	議会広報編集特別委員会
　　　　議会活性化委員会
	20日㈬	第101回大分県市議会議長会
	 	定期総会
	26日㈫	議会活性化委員会 
	28日㈭	厚生文教常任委員会

６月
	 2日㈫	総務常任委員会・産業建設常任委員会
 	 4日㈭	第90回九州市議会議長会定期総会
	 5日㈮	議会運営委員会
	 9日㈫	議会運営委員会・議会活性化委員会
	12日㈮	本会議開会（議案上程)
	 	議会広報編集特別委員会
	19日㈮	本会議(一般質問)
	 	厚生文教常任委員会
	22日㈪	本会議(一般質問)
	 	議会運営委員会
	24日㈬	議会運営委員会
	25日㈭	本会議(議案質疑・委員会付託)
　　　　議会活性化委員会
	26日㈮	常任委員会（付託議案審査）

５
月
１
日
の
臨
時
会
で
委
員
会
の

構
成
が
変
わ
っ
た
後
、
各
委
員
会
で

早
速
、
委
員
会
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会
で
は
、
総
務
常

任
委
員
会
が
担
当
す
る
総
務
課
、
財

政
課
、
税
務
課
、
地
域
創
生
課
、
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
、
情
報
推
進
課
、

消
防
本
部
、
会
計
課
な
ど
の
新
規
事

業
や
重
点
事
業
に
つ
い
て
、
各
課
長

か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ

質
疑
等
行
い
調
査
し
ま
し
た
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
環

境
衛
生
課
に
関
す
る
事
項
を
調
査
し

ま
し
た
。
環
境
衛
生
課
長
か
ら
清
掃

セ
ン
タ
ー
基
幹
的
設
備
改
良
事
業
、

葬
斎
場
事
業
、
太
陽
光
発
電
事
業
な

ど
の
概
要
や
経
過
状
況
等
説
明
を
受

け
、
環
境
衛
生
課
の
現
状
把
握
に
努

め
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
今

後
調
査
し
て
い
く
項
目
や
意
見
交
換

会
な
ど
の
実
施
に
つ
い
て
、
委
員
間

で
協
議
し
ま
し
た
。

７
月
９
日
、
福
岡
県
う
き
は
市

議
会
の
皆
さ
ま
が
来
庁
し
、
当
市

議
会
の
議
会
改
革
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

当
市
議
会
か
ら
は
議
会
活
性
化

委
員
が
応
対
し
、
議
会
改
革
の
取

り
組
み
や
事
前
に
い
た
だ
い
た
質

問
事
項
に
つ
い
て
、
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

説
明
後
は
質
疑
や
意
見
交
換
な

ど
、
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
体
制
で
委
員
会
活
動
始
ま
る
行
政
視
察
の
受
け
入
れ

～
福
岡
県
う
き
は
市
～

産業建設常任委員会 厚生文教常任委員会 総務常任委員会

閉会中の議会の動き
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議会の活動状況を知っていただくとともに、
市民皆さまのご意見をお聞きするために、議
会報告会を開催します。市民皆さまのご意見
をお聞かせください。

日　　時 開始時刻 担当 場　　　所

８月17日（月） 午後７時 １班 神楽会館 会議室

19日（水） 午後７時 ２班 隣保館 小集会室

20日（木） 午後７時 ３班 朝地公民館 ホール

21日（金） 午後２時 １班 土師公民館

22日（土） 午後７時 ２班 犬飼公民館 視聴覚室

23日（日） 午後２時 ３班 市役所５階 委員会室

23日（日） 午後７時 １班 市役所５階 委員会室

25日（火） 午後７時 ２班 緒方公民館 ホール

27日（木） 午後７時 ３班 千歳支所２階 会議室

第 1部　議会報告

第 2部　意見交換

内　容

問合先	豊後大野市議会事務局	（☎0974-22-1001 内線2503）
	 市内無料電話	 （☎9-22-1001 内線2503）　　

市民の皆さま、お誘い合わせの上、
ご都合のよい会場に、ご来場ください。
どなたでも、ご来場できます。

第3回

議会報告会!!

議会報告会のお知らせ
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犬飼中学校　３年（生徒会長）

後
ご

　藤
とう

　朋
とも

　輝
き

千歳小学校　６年

荻
おぎ

　本
もと

　未
み

　優
ゆ

千歳の伝統行事 －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

誇れる犬中生徒会を目指して －－－－－－－－－－－－－－－－

私の通う千歳小学校では、９月に大運動会があります。運動会の

最終種目で、全校で踊る「千歳おどり唄」という踊りがあります。そ

の踊りを運動会で踊るため、地域の方々が教えに来てくれます。

「千歳おどり唄」は、１番から11番まであり、その歌詞の中には、

「流れやさしい茜川」や、「夕日にはえるお山白鹿」、「川の恵みは大

野早瀬」など、千歳の名所が書かれています。

運動会当日では、地域の方々に教えてもらった踊りを、おじい

ちゃんやおばあちゃん、そしてお家の方々を誘い、みんなで踊りま

す。大きな踊りの輪ができます。

私は、踊るたび千歳にはたくさんの有名な名所があり、千歳町は

いいところだなぁと思います。

私は今年で最後の運動会なので、しっかりと「千歳おどり唄」を身

に付けて、中学生になっても踊れるようにしたいです。

私はこの踊りを大切にしたいです。

私たち犬飼中学校は「我進精鍛～あいさつ・そうじ・校歌で誇れ

る犬中生徒会～」をスローガンに、全校生徒 90 人で日々活動に取

り組んでいます。

犬中は大野川清掃や地域に花を贈る活動だけでなく、毎朝、あい

さつ＆清掃活動に取り組んでいます。それらは全て日頃お世話に

なっている地域の方々に感謝の気持ちを示すためでもあります。地

域の方々には、職場体験や草刈り、交通指導などいろいろな場面で

お世話になっているからです。

また、専門部活動を中心として他学年との交流にも力を入れてい

ます。先生方が私たち３年生に活動の企画や運営を任せてくださる

ので責任は重たいですが、やりがいがあります。昨年に引き続き、

行事や生徒会活動の雰囲気はとてもよいです。これからも全校生徒

が何事にも積極的に行動できるよう、さらに素晴らしい学校になる

よう、みんなで努力していきたいと思います。

市や議会に対する
　  市民皆さまの思いを紹介
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議会を傍聴してみませんか？
次回９月定例会は、９月１日に開会予定です。

手続きは、受付にて住所と名前を書くだけです。	 ℡ 0974-22-1001
　　お気軽に議会事務局にお尋ねください。	 市内無料電話　9-22-1001


